
1 

第３回 ときわ台駅周辺地区まちづくり協議会 議事要旨 

 

開催日時 ：令和６年 10月３日（木） 19:00～20:30 

会  場 ：南常盤台一丁目集会所 

参 加 者 ：委員 18名 

事 務 局 ：板橋区まちづくり推進室鉄道立体化推進課 ５名 

事務局補助 ：株式会社日本インシーク ５名 

傍 聴 者 ：７名 

１． 開会 

 

２． 会長あいさつ 

〔会長〕 

本日は、第３回協議会ということで、忌憚ないご意見を活発に交換いただければ

と思う。 

議事が円滑に進められるよう皆様のご理解とご協力をお願い申し上げる。 

 

３． 議事 

 

（１）アンケート調査[第１回]の実施・回収状況について 

＜事務局より別紙について説明＞ 

（２）今回の内容と今後のスケジュールについて 

（３）第１回協議会の振り返り 

（４）ワークショップ：まちの将来像・目標とまちづくりの方針 

＜㈱日本インシークより資料１、資料２について説明＞ 

 

＜３班に分かれてワークショップを実施＞ 

 

〔Ｃ班で出た主な意見・キーワード〕 

【検討１】まちの将来像（キャッチフレーズ） 

・安心・安全      ・若さと活気      ・若者が住みたがる 

・明るく快適      ・子育てにやさしい   ・シンボル・個性 

・文化・芸術      ・発信・ＰＲ      ・緑         

議題 

（１）アンケート調査[第１回]の実施・回収状況について 

（２）今回の内容と今後のスケジュールについて 

（３）第２回協議会の振り返り 

（４）ワークショップ：まちの将来像・目標とまちづくりの方針 

（５）その他 
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・公共施設が充実 

【検討２】まちの将来像（テーマ） 

・道路・交通      ・商業・にぎわい    ・住環境       

・安心・安全      ・子育てにやさしい   ・シンボル・個性のあるまち 

【検討３】まちづくりの目標 

・道路・交通：安全で円滑な道路ネットワーク・交通、南北の分断の解消 

・商業・にぎわい：歩きやすい、分断され不便な商業の解消、にぎわいのあるま

ち、若者・若さ 

・住環境・景観：緑、芸術、曲線美（まちのデザイン）・景観、マナー 

・安心・安全：踏切が危険 

・子育て：子育てにやさしい、食、交流、コミュニティ、大型マンション増加・空

き家が多い 

・シンボルのあるまち：シンボル・個性、おしゃれ、ときわ台には魅力がある 

 

〔Ｂ班で出た主な意見・キーワード〕 

【検討１】まちの将来像（キャッチフレーズ） 

・私たちがつくるまち  ・歴史と文化      ・特色あるまち 

・きずな        ・子供たちにやさしい 

【検討２】まちの将来像（テーマ） 

・アート        ・緑          ・歴史・文化 

・子供の生活にやさしい 

【検討３】まちづくりの目標 

・アート：図書館、絵本 

・緑：緑あふれるまち 

・歴史・文化の継承：歴史文化を守る、歴史文化を継承する 

・子供の生活にやさしい：子供達にやさしい、子供たちが道路で遊びやすい 

 

〔Ａ班で出た主な意見・キーワード〕 

【検討１】まちの将来像（キャッチフレーズ） 

・「○ととなりどうし ○ききずなを深め ○わ話題がつきない」 

・全世代が安心して暮らせるまち         ・変わらないまちなみ 

【検討２】まちの将来像（テーマ） 

・住みやすさ・交通・便利 ・景観         ・安全・安心 

・商業         ・楽しい        ・元気・健康 

【検討３】まちづくりの目標 

・住みやすさ・交通・便利：バスの利便性向上、大きなバスロータリー化によるバ

スのハブ化、コミュニティバスの運行 

・景観：美しい街並みの維持、文化の発信 

・安全・安心：防災拠点、防犯カメラの設置、車道・歩道の整備、無電柱化、公園

の防災拠点としての利用 
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・商業：個人商店での消費活動が活発なまち、子育て世帯・リモート等多様な働き

方に柔軟に対応した商業施設等を誘致、デジタル化に対応できるまちづく

り 

・楽しい：まちのシンボル・ゆるキャラをつくる、子供たちが楽しめる、子供たち

が遊べる場所（神社・公園など） 

・健康：健康な体作りができるまち、公園の整備、外出しやすいまちづくり、スト

レスなくまちの中を移動できる 

 

〔㈱日本インシークより総括〕 

ワークショップでは、これまでの協議会と共通する意見も出ていたが、新しいキ

ーワードも出ていた。 

限られた時間の中での議論のため、時間が足りなかった班もあるかもしれない

が、今回で終わりということではなく、次回、これまでの皆様の意見を基に作成し

たキャッチフレーズやテーマ、目標等の案をお示しし、並行して実施しているアン

ケートの意見も反映しながら、今後も協議会で検討を進め、基本構想（たたき台）

としてとりまとめていければと思う。 

 

４． 閉会 


